のせいで あったら しい。 

そこへ、 NT 君が 訪ねて 来た。 議会の 傍聴に 連れて 

行って やろうと いうので ある。 自動車 を そこに 待た し 

て あると いう。 

あまり 自慢に ならない 事で あるが、 自分 はま だ この 

年まで つい 一 度 も 帝国 議会と いう もの を 見た 事が な 

かった。 別に 見たくない という 格段の 理由が ある 訳で 

もなん でもない が、 また わざわざ 手数 をして 見に 行き 

たいと 思う 程の 特別な 衝動に 接する 機会 もなか つ たた 

めに、 —— 云わば、 あまり 興味の ない 親類に 無沙汰 を 

すると 同様な 経過で、 ついつ い 今まで 折々 は 出逢い も 



した 機会 を、 大して 惜しい とも 思わずに 取 外して 来た 

ので ある。 それが、 どうした 拍子で あつたか、 とに か 

く N 君との ある 日の 会話の 経過で、 いっか 一度 議会 傍 

聴に 案内しても らうと いう 約束が 出来上が つてし まつ 

た、 その 約束が いよいよ 履行され る 日が 思った よりも 

実は あまりに 早く 来たので あった。 

実は、 どうも あまり 気がすす まなかつ たので あるが、 

せっかく わざわざ 傍聴券 を 手に入れて、 そうして 遥々 

迎えにまで 来て くれたの だから、 勉強して ともかくも 

出掛ける 事に した。 

雨上がりの、 それ は ひどい 震災 後の 道路 を、 自動車 



で 残酷に 揺られて 行く うちに、 朝から 身体の どこかに 

隠れて いた、 名状の 出来ない ものの 塊が、 だんだんに 

からだ 中に 拡がって 来る ようであった。 その 日 は 実際、 

荒れ果てた 東京の 街の 上に、 一 面に 灰色の 霧の ような 

ものが、 重く 蔽 いかぶ さった ような 天気であった。 

自動車が 玄関の ような 処へ ついて、 そこから N 君の 

後へ ついて 上がって 行こうと すると、 玄関に いる 人達 

が、 そこから はいけ ないから あちらへ 廻れと いう。 そ 

れで 停車場の 改札口の ような 処を 通り抜けて、 恐ろし 

く 長い 廊下の ような 処に 出た。 それから その 廊下の 横 

の 一室へ 案内され て、 そこで 外套と 帽子 を 置いた。 室 



に は、 人 はたった 一 人 居た きりで あるが、 壁に は 数え 

切れな い ほど 沢山の 外套と 帽子が 掛け 列ね てあつ た。 

その 帽子 外套の 列が、 どういう もの か 自分に はよ ほど 

遠い 世界の 帽子 外套の 列で あるよう な 気がして、 軽い 

圧迫 を 感じさせられた。 

廊下から 階段へ 上がろう とすると、 そこに 立って い 

た 制服 着用の 役人が、 私の 胸の 辺 を 指さして、 何 か 云 

うようで ある。 何 かしら 自分が 非難され ている 事 は 

分った。 しかし N 君が 一言二言 問答したら、 それでよ 

かった と 見えて そのまま 階段 を 上がって 行った。 そし 

て ある 室の 入口に 控えて いた 同じような 制服の 役人に 



傍聴券 を 差し出して、 それでも ういい のかと 思って い 

ると、 まだ 必要な 手続が 完了して いなかつ たと 見えて 

そこへ はいる 事 を 許されない。 それで 再び また 同じ 階 

段 を 下りて、 方角の わからぬ 廊下 をぐ るぐ る 廻って 

行った。 階段 も 廊下 もがらん として 寒かった。 初め 

這 入った と は 別の 改札口へ 出て、 そこで N 君が 何 かし 

ら 交渉 を 始めて いた。 外から 改札口 を 色々 な 人が 這 

入って 来る。 若い ォ— ル バックの 男が 這 入ろうと する 

と、 役人が 二、 三人 寄って 行って、 その 男の 洋服の か 

くし を 一 つ 一 つ 外から 撫で 廻して いた。 それ を 見て い 

るう ちに、 妙な 気持に なって 来た。 



事 を 不思議に 思った。 

壇上の 人が 何 かいう 度に、 向かって 右の 方と 左の 方 

の 椅子の 列から 拍手 をしたり、 何 か 分らぬ 事 を 云って 

はやし 立てる 人が いた。 中央の 列の 人 は みんな 申し 合 

せた ように 黙り こんでいた。 左右の 席の 人々 が 何とな 

く 緊張して いるに 反して 中央の 席の 人々 は、 まるで 別 

の 国の 人の ように 気楽そう に 見えた。 その 中の ある 人 

のんきそう 

は、 演説の ある 最中に 呑気 相に 席 を 立って どこかへ 出 

て 行ったり した。 その 時に 始めて 気が付い たが、 椅子 

が 扉の ように 後方へ 開いて、 そこから 人が 出入りす る 

id 掛けに な つてい る。 



を 立った。 N 君が これからもう 一 つの 議場へ 行こうと 

いうの を 振り切って 出口へ 出た。 N 君が 帽子と 外套 を 

取って来て くれる 間 を 出口で うろうろして、 寒い 空気 

に 逆上した 頭を冷や していた。 

このよう にして、 私の 議会 訪問 は 意外の 失敗に 終つ 

てし まった。 これ はしかし、 決して 私 を 案内した N 君 

の 悪い 訳で もな く、 いわん や 議会 そのものの 罪で もな 

くて、 全く その 日の 天気の せいと 而 して 通風の よくな 

い 傍聴席の 不良な 空気の せいで ある 事 は 明らかで ある。 

そういう 特殊な 条件の 下に 置かれた、 特殊な 人間の 

頭に 映 じた 議会の 第一印象が、 かくの ごとく 特殊な も 



ので あり 得る という 事実 だけ は、 ともかくも 一 つの 記 

しる あなが 

録 として ここに 誌して おくの も 強 ち 無益の 業で は あ 

るまい と 思う。 

(大正 十三 年) 
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